
聯
恐
蘭

…叢

猫

身

概

論

・
:

・
…

」

勢

激

肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯

思
想

:

植

民
地

の
経

済
政
策

に
就
き

て

:

涛

蓮
に
於
け
ろ
競

争
と
猫
占

と

の
分
界

時

給
珊

震

災

経

済

観

:

時
局
緊
急
の
経
済
關
係
諸
勅
令

一説

苑

安
政

の
震
災

と
救

濟
策

・
・

勢

働
生
産
力

と
勢

賃

・

雄
四

緑

原

始
的
土
地

所
有
椹

の

一
例

:

兌
換
券

と
物
偵

指
数

と

の
關

係

・

職

後
猫
逸

の
大

畢
生
一致

・
…

'
注
學
博

士

.
文

學
榑

士

・
注
學
博
士

.
注

學

士

財

部

静

治

米

田
圧

太
郎

山
本
美

越
乃

小

島

昌
太
郎

・
渋
墨
博
士

河

田

嗣

郎

・
注
學
博
士

瀞

戸

正

雄

・
注

學

士

本

庄

榮

治

郎

・縄
濟
學
士

森

耕

二

郎

.
法
學
博

士

.
脛

濟
學
士

.
纒

濟
學
士

岡 蜷 河

崎 川 上

丈 虎

規 三 肇



勢

働

生

産

力

豊

労

賃

(

一

)

森

耕

二

郎

緒

言

勢
働
生
産
力
ε
勢
賃

ビ
の
關
係

に
就
て
論
議
す
る
場
合
は
、
之
を
こ

つ
に
分

つ
こ
ご
が
出
來

る
で
あ
ら
う
。
其

一
は
勢
賃
の
勢
働
生
産
力
(叉
は
勢
働
能
率
)
に
及
ぼ
す
影
響
の
如
何
を
云
駕
す

る
場
合
で
あ
っ
て
、
其
二
は
勢
働

生
産
力

の
㎜労
賃
に
封
ず
る
　剛
係
を
論
ず
る
場
A
口
で
あ
る
。
.

第

↓
の
問
題
、
即
ち
勢
賃
の
勢
働
生
産
力
叉
は
勢
働
能
率
に
.及
ぼ
す
影
響
如
何
の
問
題
は
、
例

へ
ば
勢
賃
を
[向
く

支
沸
ふ
こ
ε
は
、
勢
働
者
を
懶
惰
な
ら
し
め
て
、
勢
働
生
産
力
叉
は
勢
働
能
率
を
減
す
る
も
の
で
は
な

い
か
、
或

は
其
反
射
し
そ
れ
は
勢
働
生
産
力
叉
は
能
率
を
高
む
る
結
果
を
齎
ら
す
も
の
で
は
な

い
か
、
ε
云
ふ
こ
ε
を
明
に

す
る
に
あ
る
。
そ
は
企
業
家
が
企
業
を
管
む
に
當
り
、
勢
貫
高
の
高
下
に
從

っ
て
現
は
る

、
勢
働
能
率
の
如
何

に
よ

り
自
己
の
企
業
に
最
も
有
利
な
り
ピ
す

る
方
便
を
探
ら
ん
ε
す
る
所
の
問
題
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
己

に

古
く
よ
り
屡

々
論
議
さ
れ
た
る
題
目
で
あ
り
、
.現
今
旺

ん
に
行
は
る
＼
勢
働
能
率
研
究
の

一
部
を
成
す
も
の
で
あ

る
。
し
か
る
に
此
問
題
は
、
企
業
家

の
獲
得
す

る
所

の
利
潤
の
大
小
如
何
に
關
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
勢
賃

の
本
質

を
瞭
ら
か
に
す

る
に
直
接
何
等
關
保
す

る
所
が
な
い
か
ら
、
藪

に
は
姑
ら
く
措

い
て
鯛

る
＼
所

が
な
い
で
あ
ら
う
。

然
る
に
第
こ
の
勢
働
生
産
力
の
勢
賃

に
封
ず

る
關
係
ご
は
、
勢
働
生
産
力
の
大
小
は
果
し
て
勢
働
者
の
勢
賃

に

如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
、
即
ち
勢
働
生
産
力
人
な
れ
ば
、
そ
れ
に
停
れ
て
労
働
者
の
獲
る
所

の

観

苑

勢
働
塵
産
力
芝
無
賃

第
十
七
巻

(第
四
號

一
一
九
)

五
七
一

♂



設

苑

勢
働
生
産
力
ご
労
賃

第
+
七
巻

(第
四
號

=
一〇
)

五
七
二

勢
賃
は
増
加
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
叉
は
尠
く
ε
も
勢
賃
率
は
、
圭
ε
し
て
勢
働
生
産
力
の
大
小

に
依
隷
す
る
も

の
で
あ
る
か
、
或

は
そ
れ
ε
も
勢
賃
は
両
鐙
働
生
産
力
の
大
小
に
正
比
例

に
増
減
愛
化
す

る
も
の
で
な
く
、
却

っ

て
そ
れ
に
逆

比
例
に
動
く
も
の
で
は
な

い
か
、
ε
云
ふ
問
題
を
構
成
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
究
は
む

る
こ
ε
は
軈

て
勢
賃
の
本
質
、
或
は
其
決
定
黙
を
明
ら
か
な
ら
し
む
る
所
以
の

一
で
あ
ら
う
こ
ε
を
信
ず
る
。
藪

に
取
扱
は

ん
ε
す

る
は
こ
の
勢
働
生
産
力
ざ
勢
賃

こ
の
關
係
で
あ
る
。

現
今
勢
賃
學
説
の
大
部
分
は
、
か
の
勢
賃
基
金
説
、
勢
賃
鐵
則
説
の
没
落
以
来
、
勢
賃
の
上
下
を
勢
働
生
産
力

の
増
減

に
係
は
ら
し
む
る
所

の
立
場
に
あ
る
、
ご
云
ふ
こ
ε
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
私
は
左
に
此
立
場
に
あ
る
も

の
、
二
三
を
引
用
す
る
こ
ξ
に
よ
り
、
如
何
に
此
等
の
學
者
が
勢
働
生
産
力
の
勢
賃

に
及
ぼ
す
關
係
を
重
脱
し
て

み
る
か
を
見

る
で
あ
ら
う
。

勢
働
生
産
力
の
勢
賃
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
も
強
く
主
張
し
た
の
は
、
勢
賃
基
金
説
に
反
謝
し
て
起
り
た
る
勢
働

生
産
力
説

(チ
o
o
蔓

9

夢
①
躍
。
曾
9
博く
尊

9

ロ
『
o
霞
)
で
あ
ら
う
。
今
其
の
代
表
者
た
る
ウ
沢
1
ヵ
-
.の
誘
く
所

を
見
る
に
、
彼
れ
の
意
見

に
よ
れ
ば
、
勢
働

の
贋
値
は
之
を
輩

に
自
由
競
争
の
作
用

の
下
に
需
要
供
給
の
法
則
に

よ
り
て
支
配
さ
る
、
商
品
の
慣
櫨

ε
同
覗
す

べ
き
で
な
い
、
勢
働
は
商
品
で
は
な
く
生
産
要
具
で
あ
る
。
然
る
に

生
産
要
具
の
償
誼
は
圭
ε
し
て
共
要
具
の
生
産
力

に
依

る
。
從

っ
て
勢
賃
は
其
勢
働
の
生
産
力
に
癒
じ
て
定
ま
る

も
の
で
あ
る
、
ε
云
ふ
の
で
あ
る
。
彼
は
共
著
「
勢
賃
問
題
」
に
於
て
云
ふ
。

更

に
喜
吉
す
る
に
、
雇
主
は
螢
働
の
生
産
物
を
得
ん
が
爲
に
勢
働
を
買

ふ
。
而
し
て
其
生
産
物
の
種
類
及
額
が
、

彼
が
如
何
な

る
勢
賃
を
支
拙
ひ
得

べ
き
か
を
決
定
す
る
の
で
め
る
。
結
局
彼
は
其
生
産
物
よ
軌
、
彼
自
身
が
得
る

0



所

の
利
潤

を
成
す

部

分
丈

け
を
引

い
て
、
其
残

り
を
勢

働
者

に
支
彿

ふ
の
で

あ
る
。

そ
れ

で
若

し
其
生
産
物

が

一

層
大

な
れ
ば
、
彼
は

そ
れ
丈

け
多

く
を
勢
働
者

に
支

撹

ふ
こ
ε
を
得

、
若

し

一
層
妙

な
け
れ
ば
、

そ
れ
丈

け
尠

く

し
か
支
揃

ふ
こ
ε
が
出
来

漁
こ
埴
に
な

る
。

だ
か
ら
勢

働

者

の
雇
傭

せ
ら

る

、
は
、
將
來

の
生

産

の
爲

め
で
あ

っ

て
、
決

し
て
雇
主

が
支

彿

は
ね
ば
な
ら

諏
基

金
を
持

っ
て
居

る
が
爲

で
は
な

い
。
支
彿
は

る

、
.勢
賃

の
額
を
決

定

す

る
も

の
は

濁
生
産
物

の
償
値

で
あ

っ
て
、
雇
主

が
有

っ
て
居

り
或

は
支
配

し
得

る
密

の
量

で
は
な

い
。

か
く

て

つ

仕
事

に
封
ず

る
動

機
及

勢
賃

の
尺
度
を
供
す

る
も

の
は

、
生
産

で
あ

っ
て
、
資
本

で
は
な

い
の

で
あ
る
。」

此
生
産
物

叉
は
生
産
物

の
償
値

が
、
如
何

に
分
配

さ
れ

て
、
・勢
賃

を
形
成

す

る

か
に
就

て
、
彼
は
、
勢
働
者

は

生
産
物

の

「①
。・翫
⊆巴

。巨

目
印
耳

で

め
る
か
ら

、
生
産

力

の
増
大

に
よ

っ
て
齎

ら

せ
る
生
産
物

の
増

加
は

、
直

ぐ

に
勢
賃

の
昇
騰

を
惹
起
す

る
も
の
で

め
る
ε
の
頗

る
樂

観

的
な

る
勢
賃

親

に
到
達

し
て
み

る
。
即
ち
彼

は
云

ふ
。

「
此

三

つ
の
分
け
前

〔地

代
利
子

利
潤

)が
生
産
物

か
ら

取
り
去
ら

れ
た
る
後

に
淺

る
所

の
、
日

々
年

々
創
造

せ

ら

る

、
富

の
部
分
は
、
勢
働
階
級

の
財
産

で
あ

っ
て
、
彼

等

の
勢
賃
即

ち
勢

役

の
報
酬

ε
な

る
の
で
あ
る
。
彼

の

仕
事

に
於

け

る
精

力
、
原
料
使
用

上

の
節
約

、
或

は
精

製

品
を
取
扱

ふ
に
就

て
の
注
意
等

に
よ

っ
て
、
其
生
産

物

の
償
値

が
増
加
す

る
限
り
、
其

増

加
分
は
、
只
充

分

に
自

由
競
争

が
曾

は
る

、
な
ら
ば

、
純
然

た

る
自
然

法
則

堂

よ

っ
て
、
彼
等
勢
働
者

の
所
得
`
な

る
。
機
械
の
獲
明
、化
畢
的
技
術
の
獲
見
-

誰
が
爲
せ
し
か
を
論
ぜ
す
一

も
皆
直
接
に
、
.す
ぐ
勢
働
者
の
利
益

ε
な
る
の
で
め
つ
て
、
只
獲
明
藤
見
の
奨
働

の
た
め
に
、
或

る
濁
占
が
法
律

の

に
よ
り
造
ら

れ
た

る
場
合

に
其
例
外

を
駕
す

に
止

ま

る
。」

彼

に
依

れ
ば
、
労
働

生
産
物

の
増

加
叉
は
其
生
産
物

の
償
値

の
増

大
は
、
當
然

に
直
接

に
勢
賃

の
上
騰

を
齎

ら

旙

苑

勢
働
生
産
カ
ピ
労
賃

第
十
七
巻

(第
四
號

]
二
一
)

五
玉
三

1)Wa】ker,F.,TheWagequestioロ,18gl.p.129-lyり.

2)Walker、F.,PoliticalEconomy,1887.p,25例.
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凱

苑

勢
働
生
産
力
ミ
勢
賃

第
十
七
巻

(第
四
號

=
三
)

五
七
四

/

す
も

の
で
あ
る
ご
言

ふ
の
で
あ

る
か
ち
、
彼

は
勢
賃

の

上
下
が
勢
働
生
産
力

の
増

減

に
係
は

る
も

の
で
あ
る

こ
ε

を
最

も
強

く
主
張

し
て
み

る
も

の
で
あ
る
ε
云

へ
や
う

。

次

に
地

代

の
方
式
を
用

ひ
報

酬
逓
減

の
法

則

に
基

い
て
、
勢
賃

の
決
定
を
説

明
せ
ん
ご
す

る
、
勢
賃

の
限
界
生

産

力
説
な

る
も

の
は

、
前

者

に
比
し
悲
観
的

な

る
勢
賃

論

ε
云

ふ

べ
き
で
あ
ら

う
が
、
し

か
し
そ
れ
は
、
勢
賃

の

上
下
が
限
界
的
勢
働
者

の
生
産

力

に
依
接
す

る
こ
ご
を

説

(
の

で
あ

乃
か
ら

、
此

説
も
亦
,
勢
働
雄

鷹
力

の
増
減

が
正
比
例

に
勢
賃

の
決
定

を
支

配
す

る
も

の
で
あ

る
、

ε
云
ふ
主

張

の
上
に
立

て
る
も

の
で
あ

る
ご
云

へ
る
。
此

　

ヨ

ヨ

限
界
生
産
力
説
は

フ
オ
ソ

・
チ

ュ
ー
ネ

ン
に
よ
り
霞

め

て
唱

へ
ら
れ

、
現
今

ク
ラ

ー
ク
、
カ
ー
ヴ
ァ
ー
に
よ
り
主

張

.

せ
ら
れ
、
現
今
最

も
多

く

の
支

持

者

を
有

し

て
み
る
。
今
其

大
要
を
述

べ
ん

に
、
先

づ

一
企
業

に
於

て
、

同
じ
能

力
を
有
し
.
一
.を
以

て
他

に
代

ふ

る
こ
ピ
を
得

る
勢
働
者

の
系
列
を
想
像

し
、

旦

っ
他

の
生
産
要
素

の
不
動
な

る
…場

合
を
假
足
す

る
刃

此
場
合
勢
働
者

を
漸
次
第

一
人

よ
b
追

加
し

て
行

く
に
、
初

め
の
う
ち
は
、
協
業

の
数

果
現
は

れ
て
報

酬
逓

増

の
法

則
行

は
れ

、
其

穂
生
産

力
は
勢
働
者

数

に
比
例
的
な

る
よ
り

=
暦
に
増
加
す

る

こ
ざ

、
な

る

・
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
も
或
黙

に
達

し
れ

た
る
後

は
反

野

に
減

少

の
方
向

を

ピ
る
こ
ε

、
な
b
、
即
ち
報
酬

遽
減

の
法

則

が
行
は

る

、
こ
ご

、
な

レ
、

そ
れ
以
上

に
野
働

者
を
増

加
す

る
が
短

め
に
生
す

る
総
牧
人

の
増

加
額

は
、
勢
働

者
撒

の
増

加

に
比

例
的
な

る
よ

り
も
少
な
く

な
る
。
而

し
て
遂

に
最

後

に
増

加
し
た
る
勢
働
者

一
人

の
周

め
に
生

す

る
総
牧

入

の
増

加
分
は

、
恰

も
其
勢
働

者

に
向

っ
て
支
携

ふ

べ
き
労
賃

ε
相
等

し

き

こ

ε

、
な
る
黙

に
達
す

る
。
故

に
雇
主
は
此

黙
に
至
b

て
勢
働
潜

の
追
加
を
止

め
る
で
あ
ら

う
。
此

最
終
軍

位

の
勢
働

者

の
生
産

力
が
、

勢
働
市
場

に
於

て
自
由
競
争

の
行
は

る

、
限

b
、
労
賃
を
決
定
す

る
も

の
で

あ
6

ξ
云
ふ
。

1)

毅

Th面nen,vonJ.H.,Derisolie了teStaatinBez,ehuDgaufIandwirtschaftund

Natbna搭kommie,neueAll59abe,Jena,2aLH・1921・

PP,173-187・Clark,TheDistributionofWealth,1899.
Carver,'theDistributionofWealth,1go4.pp.134-184
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こ
.の
最
終

軍
位

の
勢
働
者

の
生
産
力

が
、

「
般
勢

賃
を

決
定
す

る
ご
去

ふ

こ
ε
の
是
非

は

、
弦

に
燭

れ
ん
ξ
す

る
所

で
は
な

い
。
た

ゴ

一
般

に
、
限
界
生
産

力
説

に

あ
り

て
は
、
勢
賃

は
労
働

生
産

力

(假
令

そ
れ
が
最
終

軍
位

の
勢
働

者

の
盤
産
力

頂
あ

る
に
し
ろ
)

に
依

っ
て
決

定

せ
ら

る

、
も

の
で
み

る
ε
主

張
せ
ら

れ
て
る

る
、

ε
云

ふ

こ
ご
を

明

に
す

れ
ば

よ

い
の
で

あ

る
。

猶

ほ
、
勢

賃
は
、
生
活

規
準

を
最
小
限

ε
し

勢

働

生
産
力

〔
又
は
生
産
贋
値

)を

最
大
限

ε
し
、
叉
は
生
活
規

準

を
最

低
限

ε
し
限
界

生
産
力
を
最
大

限
度

ξ
し
、
其
間

に
需

要
供
給

の
法
則

に
に
り
決
定

せ
ら

る

、
も

の
で
あ

る
ご
云

ふ
所
謂
勢
賃

の
需

要
供

給
説
に
於

て
も
亦
、

勢
賃

は
勢

働
生
産
力

の
大
小

に
比
例
的

に
動

一
も

の
で
あ
る

こ
ξ
を
認

め
て
み
る
の
で
あ
る
り

右
述

邸、
た
る
所

に
上
り
勢
賃

ε
の
關

係

に
於
け

る
勢
働

生
産

力

の
意
義
は

、
其

各

々
の
主

張
者

の
間

に
多
少

の

差
異
が

あ
り

、
且

つ
後

に
述

べ
ん

こ
す

る

マ
ル
ク

ス
の
謂

ふ
所

の
勢
働

生

産
力

の
意
義

ε
も
勘

か
ら
ざ

る
逕
庭

が

あ
る
に
拘
は
ら
す

、
彼
等

が
等

し
く
、
勢
働

の
生
産

力

の
大
小

は
勢
賃

の
高
下
を
左

右
す

る
も

の
で
あ

る
ε
の
主

張
-

勢
働
生
産
力
が
増
大
す
れ
ば
勢
賃
は
上
が
り
、
勢
働
圭
産
力
が
減
少
す
れ
ば
勢
賃

は
亦
從

っ
て
下
が
る
ご

の
主
張
1

の
上
に
立
脚

せ
る
も
の
な
畜
こ
ご
は
、
之
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
で
あ
ら
う
。
要
す
る
所
彼
等
に
、

.
勢
働
(
力

)
の
生
産
費

、
勢
賃

の
客

観
的

償
値

に
劃

し

て
顧

慮
す

る
こ
ε
尠

く
、
又
は
全
然

こ
れ
な
く
、
勢
賃

は
勢

働

(
力

)
の
獲

探
す

る
生
産
力
、
即

ち
勢
働

の
炊
用
或

は
使
用

償
値

に
依

っ
て
決

定
せ
ら

る

、
も
の
で
あ

る
ε
す

る

主
.蜆

的
個
人

的
勢
賃

説
を
支
持

し

て
み
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
現
今
専

ら
行

は
る

、
か

、
る
勢
賃

の
主

親
説

に
射
し

て
、
膏

に
勢
働
生
産
力

の
大
小
は
正

比
例

的

に

誠

苑

野
働
生
産
カ
ピ
勢
賃

第
十
七
巻

(第
四
號

一
二
三
)

五
七
五

■



就

苑

労
働
生
産
力
ミ
労
賃

第
十
七
借

(第
四
號

】
二
四
)

五
七
六

勢
賃
に
反
映
す
る
ε
云
ふ
こ
ご
を
否
認
す
る
の
み
な
ら
す
、
そ
れ
ご
は
全
然
反
封
に
勢
働
生
産
力
の
大
小
増
減
は
、

逆
比
例
に
労
働
力
の
儂
値
、
憤
絡
(即
ち
勢
賃
)
に
影
響
を
齎
ら
す
も
の
で
あ
る
ε
云
ふ
勢
賃
読
が
あ
る
。
私
は
こ

、
に
其
代
表
看
た
る

マ
ル
ク
ス
の
比
熱

に
關
す

る
主
張
を

一
瞥
す
.る
で
め
ら
ヴ
。
.彼
は
云
ふ
。

「
勢
働
力
の
僧
値

ε
飴
剰
贋
値
蓬
は
反
劃
の
方
向
に
漿
化
す
る
。
勢
働
生
産
力

(9
Φ
頃
δ
曾
匪
島
「聾

α
q

>
サ

σ
舞

)の
漿
化
即
ち
其
増
進
或
は
減
退
は
、
勢
働
力
の
債
値

に
射
し
て
は
逆
方
向

に
、
叉
飴
剰
債
値

に
蜀
し
て
は
順

方
向

に
作
用
す
る
。」

「
勢
働
の
生
産
力
を
増
進
し
、
勢
働

の
生
産
力
の
増
進

に
よ
り
弊
働
力
の
儂
値
を
低
減

し
、
か
く
て
領
値

の
再

生
産

に
必
要
な
る
勢
働
日
の
部
分
を
短
縮
す
る
が
爲

め
に
は
、
資
木
は
労
働
行
程

の
技
術
的
及
肚
會
的
諸
候
侍
、

の

階

っ
て
生
産
方
法
そ
れ
自
身
を
攣
準
せ
ね
ば
な
ら

澱
.

「
諸
商
品
の
贋
値
は
勢
働

の
生
産
力
に
反
比
例
す

る
。
商
品
償
値
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
陀
る
勢
働
力
の
慣
値
も

亦
然
り
ゅ
之
に
反
し
て
相
射
的
鯨
剰
償
値
ぽ
労
働
の
生
産
力
に
正
比
例

に
立
ち
、
生
産
力
増
進
す
れ
ば
増
進

し
、

む

ラ

生
産
力

低
減
す

れ
ば
低
落
す

る
。
」
註
.

謝

同
一
の
こ
ε
が
他
に
も
あ
る
。
憐

へ
ば
、「労
働
生
産
力
の
滑
進
国
勢
働
力
の
便
値
奄
低
減
し
、
そ
れ
ξ
共
に
融
剰
偵
値
な
増
大
す
る
が
、
反

く

う

蜀
に
労
働
生
産
力
の
低
落
ば
舞
働
力
の
偵
値
花
壇
太
し
鹸
剣
偵
偵
か
低
減
す
ろ
。」

右
に
依

れ
ば

マ
ル
ク
ス
は
、
勢
働

の
生
産

力
が
増

大
す

れ
ば

、
、そ
れ

に
停

れ

て
労
賃

は
上

が
る
こ
ε
に
な
ら

す

し

て
、
却

っ
て
螢
働

力

の
債
値
は
低

落
し
其

償
絡

即

ち
勢
賃

は
下

落
す

る
、
勢
働
生
産

力
が
減
少
す

れ
ば
其
反

封

の
結
果

を
来

た
す

,

ε
云

ふ
。
更

に
詳

言
す

れ
ば
、

勢
働

の
生
産

力
が
増
大
す

れ
ば

、
使
用
償
櫨

の
総

量
は
増

加

1)

　

Mars,DasKapital,i.13d.Volksaus.S.457.(高 畠 氏 課 本 錦 一 巻 第 二 游 四 二 五 頁)

Marx,a,a.0りS.264,(高 畠 氏 課 本 第 一 巻 第 二 朋 七 頁)

.巻 第 二 肪一 ・六 頁)(高畠 氏 課 本 第Marx,a、a.O.,S.267..8.
Mars,a.a.0.,S・458・(高 畠 民 譚 本 第 一 巻 第 二 肪 四 二 六 買)
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、

す
れ
こ
も
、
償
値

の
総
量
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
よ

っ
て
生
産
せ
ら
れ
た
る
商
品
の
各
個
に
禮
化
せ
る
勢
働

の
分

量
、
随

っ
て
天
真
償
値
は
そ
れ
丈
け
減
す
る
こ
ご

、
な
る
。
其
生
産
物
が
勢
働
者
の
生
活
資
料
を
成
す
限
り
、
其

生
活
資
料
の
償
値
は
階

っ
て
減
少
し
て
勢
働
力
の
償
儘
の
下
落
を
齎
ら
し
、
延

い
て
労
働
力
の
償
格
即
ち
勢
賃
は

下
が
る
こ
ご

、
な
る
。
其
反
射
の
場
合
は
こ
の
蓮
で
あ
る
」
ε
云
ふ
の
で
あ

っ
て
、
前
者
蓬
全
然
反
封

に
勢
賃

の

決
定
を
客
観
的
に
其
生
産
費
(ゴ肛
會
的
)に
求

め
ん
ご
す
る
立
場

K
あ
る
こ
ε
が
わ
か
る
。

右
述

べ
た
る
所
に
よ
り
、
両
者

の
静
観
生
産
力
ε
勢
賃
ξ
の
關
係
に
就
て
説
く
所

の
要
黙
を
大
艦
示
し
た
こ
思

ふ
の
で
あ
る
が
、
同

一
な
る
勢
賃
現
象

に
封
し
、
か
く
の
如
く
、
両
者
の
間
に
於
て
、
全
然
反
射

の
見
解
が
支
持

さ
れ
る
ご
云
ふ
こ
ε
は
、
勢
賃
問
題
を
究
め
ん
ご
す

る
も
の
に
ご
り
、
砂
か
ら
す
興
味
を
畳

へ
し

め
る
。

産
業
革
命
後
今
日
に
至
る
迄
の
間

に
於
て
経
験

せ
ら
れ
だ
る
勢
働
生
産
力
の
増
大
は
、
實

に
未
曾
有

の
も
の
で

あ

っ
て
、
現
今
資
本
主
義
組
織
の
下
に
於
け
る
勢
働
生
産
力
は
、
其
初
期
の
そ
れ
に
比
し
幾
百
千
倍
の
大
を
な
し

て
み
る
で
あ
ら
う
こ
ε
は
想
像
に
難
く

な

い
、
こ
の
間
勢
賃
は
果
し

て
北
勢
働
生
産
力
の
増
大

に

追

蹤

し

て

ト

貨
幣
慣
直
の
下
落
を
顧
慮
す

る
こ
ご
を
要
す
1

上
騰
し
た
で
あ
ら
う
か
。

現
今

「
般
學
界

に
於
て
支
持
せ
ら
れ

つ

、
あ
り
ε
認
む

べ
き
、
か
の
勢
賃

の
増
減
は
労
働
生
産
力
の
大
小
如
何

驚
か
、
る
ε
す

る
所

の
所
謂
…樂
親
的
又
は
主
観
的
勢
賃
論
が
、
よ
く
勢
賃
ご
勢
働
生
産
力

ε
の
關
係
、
更

に
勢
賃

の
本
質
、
決
定
黙
を
瞭
ら
か
な
ら
し
め
得
る
か
じ
就
て
、
私
は
、
勘

か
ら
す
疑
を
有

っ
て
み
る
.こ
共

に
、
勢
働
生
産

力

蓬
勢
賃
蓬
の
關
係
を
払剛
者
ε
杢
獄
道

に
説

か
ん
こ
す

る
マ
ル
ク
ス
の
所
謂
悲
観
的
或
は
寄
親
的
勢
賃
論
が
、
現

今

の
資
本
主
義
的
輕
濟
組
織
一

一
方
に
貨
幣
所
有
者
若
く
は
生
産
手
段
の
所
有
者

が
存
在
し
、
他
方
に
自
身

の

説

苑

労
働
生
産
力
ミ
勢
貴

弟
↑
七
巻

(第
四
號

一
二
五
)

五
七
七

巳



設

苑

勢
働
生
産
力
ピ
労
賃

第
十
七
巻

(第
四
號

=
一六
)

五
七
入

労
働

力

の
ほ

か
何
物

を
も
所
有

せ
ざ
る
勢
働
者

が
あ

b
、

從

っ
て
螢
働

力

が
商
品

ざ
し
て
萱
買

さ
れ
る

`
こ
ろ
の

組
織
1

の
下
に
於
け
る
勢
賃
現
象
-

即
ち
そ
れ
は
自
然
的
永
久
的
の
も

の
で
な
く
し
て
、
.　肛
曾
獲
展
の

一
定

の
段
階
に
於
け
る

一
の
歴
史
的
現
象
で
あ
り
、
且
つ
値
入
的
で
な
く
肚
曾
的
現
象
で
あ
る
所

の
一

を
最
も
よ
く

説
明

し

て
み

る
も̀

の
で
は
あ
る
ま

い
か
、
ε
思

っ
て
み

る
。
私

は
、此

小

文
に
於

て

マ
ル
ク

ス
の
説

く
ε

こ
ろ

の
、

勢
働

生
産
.力

ε
勢
賃

蓬
の
關
係

を
紹
介

せ
ん
ε
す

る

の
で

め
る
が
、
私
は

こ
れ

に
よ
り
"
右

の
両

極

に
立

て
る
一
一
つ

の
勢
賃

蜆

の
孰

れ
が
最

も

よ
く
労
賃

の
勢
働

生
産
力

の
増
減

よ
り
受
く

る
所

の
影
響

、
延

い
て
勢
賃

の
本

質

、
眞

實
な

る
勢
賃

法
則
を
瞭
ら

か
に
し

て
み
る
か
を
知
り
得

る

判
端

だ
な

る
で
あ
ら
う

こ
ε
を
信
ず

る
も
の

で
あ

る
。

私

風
先

づ
第

一
に

マ
ル
ク

ス
の
謂

ふ
所

の
労
働

生

産
力

ご
は
如

何
な
る
意
義
を
有

し
て
み
る
か
を
述

べ
、
第

二

に
勢
働

生
産
力

ε
勢
賃

ご
の
關
係

に
就

て
彼

の
説
く

所

を
見

る
で

あ
ら
う
。

第

一

労

働

生

産

力

の

意

義

勢
働
生
産
力
ご
勢
賃

こ
の
關
係
を
見
ん
ε
す
る
に
あ
た
り
、
先
づ
以
て
勢
働
生
産
力
の
意
義
を
確
定
し
お
く
の

必
要
が
あ
る
が
、

一
般
的
に
主
観
的
勢
賃

論
を
主
張
す

る
も
の
に
於
て
は
㍉

明
確
な
る
勢
働
生
産
力
の
意
義
を
與

へ
た
る
も
の
を
聞
か
な
い
。
随

っ
て
私
は
彼
等
に
就
て
、
労
働
生
産
力
の
意
義
を
繹
ね
る
こ
ε
を
敢

て
し
な

い
で

め
ら
う
。

し
か
.る
に
濁
り

マ
ル
ク
ス
に
あ
り
て
は
、
勢
働
生
産
力
の
意
義
が
極

め
て
明
確
に
指
示
せ
ら
れ
て
み
る
の
み
な

ら
す
(勿
論
之
を
精
確

に
理
解
す

る
こ
ご
は
相
當

の
困
難
が
伴

ふ
の
で
あ
る
が
)、
前
者

ε
異
な
り
勢
働
生
産
力
ざ

1)労 働 生 産 力 に,productivity(productiveness)oflabour,productivepowerof

labour(英);ProduktivitAt(Produktivkraft)derArbeit(蜀),な 課 す

'
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「

.

舳

り

勢
働
能
率

ε
を
厳

密

に
分
ち

て
別
個

の
概
念

ε
し
て

み
る
。
故

に
静
観

生
産

方

ざ
勢
賃

ご
の
關

係

を
見

ん
ε
す

る

に
は

、

マ
ル
ク

ス
の
謂

ふ
ざ
こ
ろ

の
勢
働
生
産
力

の
意
義

如
何

を
吟
味

す

る
こ
ε
が
、

何
よ
り
必
要

で
あ

る
ε
思

は

れ

る
。
私
は
左

に
勢
働
生
産
力

ε
は
如

何
な

る
も

の
な

る
か
に
就

て

マ
ル
ク

ス
の
謂

ふ
所

を
詮
繁

し
て
見

や
う
。

勢
働

生
産

力

ご
は

、

マ
ル
ク

ス
に
め
り

て
は
、

一
般
生
産

力

の
謂

で
あ
る
。
彼
は
勢
働

力

ご
労
働
要

具
、
及

勢

働
対
象

ε
の
結

合

に
よ
り
生
す

る
所

の
総
て

の
生
産

力
を

勢
働

生
産

力

ε
穂

し
て

み
る
、

ε
私

に
は
思

は
れ

る
。

こ
の
二
ε
は
彼
の
勢
働
償
値
論

に
於
け
る
ε
同
じ
く
、
砒
會
の
生
産
活
動
に
於
て
、
廣
く
人
類
文
化
獲
展

の
観
黙

-
厩

よ
り
見

る
時
、
犠
牲
ご
看
做
す

べ
き
も
の
は
、
軍

に
人
聞
勢
働
の
支
出

の
み
で
あ
る
ピ
す

る
戸
彼
の
立
場
よ
b
来

る
も

の
で
あ
ら
う
。
そ
は
兎
も
角
勢
働
生
産
力
は
随

っ
て
又
、
輩

に
生
産
力

`
も
呼
ば
れ
て
、
彼

の
肚
會
理
論
、
及

経
済
理
論
に
於
て
極
め
て
重
要
な
る
役
割
を
演
じ
て
み
る
。
例

へ
ば
か
の
有
名
な

る
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
更
親

の
公

式
に
は
、
左

の
如
く
生
産
力
な
る
言
葉
が
出
て
凍

る
。

「
入
間
は
彼
等
の
生
活
の
砒
會
的
生
産
に
於
て
、

　
定
の
必
然
的

の
、
彼
等
の
意
思
よ
り
猫
立
し
た
る
關
係
に
、

も

も

ヘ

ヘ

マ

あ

即
ち
彼
等
の
物
蛮
的
生
産
力
の

一
定
の
凝
達
階
段

に
適
鷹
す

る
所

の
生
産
關
係
に
、
入
り
込
む
も
の
で
あ
る
。
此

等
生
産
關
係
の
総
和
は
瓶
會
の
経
済
的
構
遊
を
成
す
も
の
で
、
そ
れ
は
法
制
上
及
政
治
上
の
上
層
建
築
が
擦

っ
て

以
て
立

つ
所

の
、
叉

↓
定
の
肚
會
的
意
識
形
態
が
之
に
適
鷹
す
る
所
の
、
眞
實
の
土
豪
で
あ
る
。
物
質
的
生
活
の

生
産
方
法
は
、

一
般
に
血
曾
的
の
、
政
治
的
の
、
及
精
神
的
の
、
生
活
温
程
を
條
件
づ
け
.る
、
」
さ
れ
ば

「
人
間
は

ぬ

ヘ

モ

新
た
な
る
生
産
力
を
獲
得
す
る
ご
共

に
、
其
生
産
方
法
を
攣
化
し
、
叉
生
産
方
法
を
、
即
ち
彼
等

の
生
活
資
料
を
得

の

る
方
法
を
攣
化

す

る
ε
共

に
、
彼
等

は
総

て
彼
等

の
肚

會
的
關

係
を
攣
化
す

る
。

…
…
…
」

醗

苑

勢
働
生
塵
力
竃
労
賃

第
十
七
巻

(第
四
號

一
二
七
)

五
七
九

芽 働 脅旨牽 は,efficiency(intensity)oflabour・(英);In亡ensifikation(lntensitat)1).
derArbeitl濁),々'謬 す

2)Marx,ZurKri【ik.derpolitischenOekonomie.Vorwort(河 上 博=ヒ 著,唯 物

史 観 研 究 四 三 頁 同 博 士 のi二 線 る)



・

皿訊

苑

弊
〃働
生
産
力
ミ
一骨
貸
.

第
十
七
巻

〔第
四
號
.
=

…八
)

五
八
0

「
　買
太
「論
…」
第

一
巻

に
は
左

の
加
〃き
文
句

が

め
る
。

「
勢
働

者

が
自

分
自
身

及
び
自

分
の

一
家

の
生
存

に
必
要

な

る
生
活
資
料
を
生
産
す

る

に
、

そ
の

一
切

の
時
間

を
要
す

る
ε
す

れ
ば

、
第

三
者

の
爲

に
無
料

で
勢
倒

す
る
時
間

は
毫

も
彼

に
残
ら

楓
こ
ε
に
な

る
。
或

る

一
定
程

.

度

の
勢
働
生
産
力

の
獲
達

が
な

け
れ
ば
、
勢

働
者

は
何
等
自

由

に
支

配

し
得

る
か
く

の
如

き
時
間

を
有

せ
ず

、
か

く
の
如

き
過
剰

の
時
間

な
け
れ

ば
、

何
等

の
猷
剰

勢
働

、
随

っ
て
叉
何
等

の
資
本

家
在

せ
す
、

叉
何
等

の
奴
隷
断

り

有
者

、
何
等

の
封
建

君
主

、

=
　口
に
し

て
云

へ
ば

、
.何

等

の
大
な

る
所
有
階

級
も
存

し
な
.い
の

で
あ

る
。
」

「
…
…

…
資
本

關
係
が
依

っ
て
出

獲
す

る
基
礎

で

あ
る

ε
こ
ろ
の
既
存

の
勢
働

生
産
力

は
、
自
然

の
賜

で
な
く
、

の

歴
史
の
賜
で
あ
る
。
即
ち
幾
百
年
ご
こ
ろ
か
幾
千
萬
年
の
歴
史
的
獲
達

の
産
物
な
の
で
あ
る
。」

右

に
依

っ
て
知
ら
る

、
如
く
、
勢
働
生
産
力
(生
産
力
、
物
質
的
生
産
力
)は
、

マ
川
ク
ス
の
肚
會
理
論
に
於
て

は
、
勅
會
の
歴
史
的
進
化
の
根
本
的
な
る
動
因
な
り
こ
せ
ら
れ
、
其
纒
濟
理
論
に
あ
り
て
は
、
風
ゆ
る
隷
剰
償
値

の
獲
生
は
、

一
定
程
度
の
勢
働
生
産
力
の
獲
達
を
前
提
ε
し
、
殊

に
資
本
主
義
の
獲
生
、
及
存
続
は
、
勢
働
生
産

ヘ

カ

カ

の
よ
り
高
度

の
獲
達
を
條

件

ご
す

る
、

ε
せ
ら
れ

て
る

る
。
肚
會

理
論
殊

に
唯

物
更
規

に
謂

ふ
所

の
生
産
力

の

意
義
如
何

、
そ
れ

ε
纏
濟
理
論

に
於
け

る
生
産

力

の
意
義

ご
を

同
じ

に
解

し
て
よ

い
か
否

か
、

ε
云

ふ
こ
ご
な
ご、

に
就

て
論
議
す

る
は

そ
の
所

で
な

い
。
私

は
纒

濟
理

論

に
表

は

る

、
所

の
勢
働
生
産

力
そ

の
も

の

、
意
義

に
就

て

更

に

一
層
詳
細

に
考
察

せ
ね
ば

な
ら

澱
。

、

マ
ル
ク
ス
は
云

ふ
、「
我

々
が

こ

＼
病
勢
働

生
産
力

の
増
進

ε
云

ふ
の
は
、

「
般

に
、

一
商
品

の
生
産

上
肚
會
的

ゐ

へ

に
必
要
な
る
勢
働
時
間
が
短
縮
せ
ら
れ
、
随

っ
て
よ
り
少
量
の
勢
働
が
よ
b
多
量

の
使
用
贋
値

を
生
産
す

る
力
を

1)

2)
3}

Marx,DasIくapital,1.Rd、Volksall雪.S.45n(高 畠 氏 課 本館 ∵ 巻 第 二 冊 四 〇

八 頁)
Mar}r;a.a.0.,S,45[(高 畠兵 書墨水 第一 巻 第二 珊 四 ⊂)九頁)

唯 物 吏唯物 史観 研 究 六 一 一一 六 五 頁,櫛 田 民臓 氏・此 黙 に 關 して ば河 上 博 士晋,

親 に於 け ろ「生 産」及「生 産 方 法 」(大 原肚 會 問題 研 究所 雑誌 第 一 樹 第一 號 玉一 一 一
一 三 九 頁) な 見 よ

、
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'

め

得

る
勢
働
行

程
上

の

一
愛
化

の
謂

で
あ
る
。
」

即

ち
彼

に
よ
れ
ば
、
前

に
も
述

べ
た

る
如

く
勢
働

生

産
力

ε
云

ふ
は
、
↓
般

に
軍

に
生
産

力

の
名

の
下

に
総
構

さ

れ

る
ご
こ
ろ

の
も

の
を
指
す

の

で
あ

っ
て
、
勢
働

生

産
力

の
代

り

に
軍

に
生

産
力

な
る
詞

を
使
用

し

て
み
る
場
合

が
屡

々
あ

る
の
で
め

る
。
謝(

う

し
も
カ
も
も

註

資
本
論
策
一
巻
(カ
ウ
ツ
キ
ー
版
)
第
八
頁

「
…
.
之
に
反
し
て
勢
働
生
産
力
が
小
な
れ
ば
小
な
る
程
、
　物
品
の
生
産
に
要
す
る
勢
働
時
間

ヘ

ヵ

り

は
益
々
多
く
、
其
偵
値
は
從
っ
て
大
で
め
ろ
。
か
く
一商
品
の
偵
値
の
大
小
ば
、
其
商
品
に
艦
現
し
た
る
勢
働
の
分
量
に
正
比
例
し
、
生
産
力
に
逆

比
例
し
て
襲
化
す
ろ
の
で
あ
ろ
。」

此

意
義

に
於
け

る
勢
働

生
産
力
な

る
も
の
は
、

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
、
「
種

々
な
る
事
情
…殊

に
勢
働
者

の
熟
練

の

卒
均
程

度
、
科
學

及
其

工
藝
的
慮
用

の
登
達

程
度
、

生
産
行
程

の
肚

會
的
組
織

、
生
産
手
段

の
範

圏
及

能
力

、
並

に
諸

々
の
自

然
的
關
係

に
依

っ
て
決
定

さ
れ

る
」
、
ピ

云
ふ
。
同

様

の
こ
ε
が
彼

の
著
「
債
値

債
格
及

利
潤
」
に
於
て

詳

し
く
述

べ
ら
れ

て
あ

る
。

そ
れ

に
依

れ
ば
。

「
姑
く
種

々
な

る
人

々
の
、
前
夫

的

の
精
力
及
後

天

的

の
勢
働
能

率

の
差
異
を
舎

く
な
ら

ば
、
勢
働

の
生
産
力
は

圭

ご
し
て
(次
の
二
つ
の
事
情
)
に
依
存
す

る
。

第

一
。
勢
働

の
自
然
條

件

に
、
例

へ
ば
土
地

や
鑛

山

の
豊
饒

度
等
。

、第

二
。
耐

會
的

勢
筋
力

の
進

み
ゆ
く
改

善

に
、
例

へ
ば
大
規
模

の
生

産
、
資

本
の
集
中

及
勢
働

の
結

合
、
分
業
、

機
械
、
改
良

さ
れ
た

る
(
生
産

)方

法
、
化

學
的
及

び
其

の
他

の
自
然
力

の
慮

用
、

通
信

及
運
搬

機
關

に
よ

る
時
及

び
所

の
縮
少

、
及

び
科
學

の
力
に

よ
り
自

然
力
を
騒

っ
て
勢
働

の
用
を

爲

さ
し
め
、
叉

之

に
よ

っ
て
勢
働

の
肚

會

設

苑

勢
働
生
産
分
ミ
懲刀貸

出錦
十
七
巻

(第
四
號

一
二
九
)

玉
入
一

1)Marx,DasKapita1,1.Bd、Volksaus.S.263、

2)Marx,DasKapital,1.Bd.Volk5ε しu5.S、7-8.

頁)

(高畠氏課本第一巻 第二筋六頁)

(高畠氏謡本第一巻第一冊一二
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読

苑

労
働
生
産
力
ざ
勢
賢

弟
十
七
巻

(第
四
號
.[
.三
〇
)
.
五
八
二

約
文
は
協
力
的
性
質
を
獲
達
せ
し
む
る
所
の
、
其
他

の

一
切
の
設
備
か
ら
得
ら
る

、
勢
働
力
の
改
善
。L

其
ほ
か
「
資
本
論
」
第

一
巻
第

二
十
三
章
に
左

の
言
葉
が
あ
る
。

.

「
土
地
豊
度
等

の
如
き
諸
種
の
自
然
的
條
件
、
並
に
相
互
糊
止
し
孤
立
的

に
勢
倒
す
る
生
産
者
の
熟
練
.
一

量

的
に
生
産
物

の
分
量
に
於
て
よ
り
も
、
寧
ろ
質
的
に
生
産
物
の
品
質
に
於
て
其
實
を
示
す
所
の
一

は
し
ば
ら
く

措
き
、
勢
働

の
砒
會
的
生
産
力
の
程
度
は
、

…
勢
働
者
が

一
定
時
間
内

に
、
同

】
の
勢
働
力
緊
張
を
以
て
生
産
物

の

に
轄
化
す

る
生
産
手
段

の
相
対
的
大
小
に
依

っ
て
表
は
さ
れ
る
。」

右
の
引
用
に
依

っ
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
、

マ
ル
ク
ス
は
、
そ
の
依
擦
す

る
條
件
の
自
然
的
な
る
ご
、
計
…會
的

な
る
ε
に
よ
り
㍗、
勢
働
の
生
産
力
を
分
ち
て
、
自
然
的
生
産
力

ピ
耐
會
的
生
産
力
だ
に
し
て
る
る
。
比
熱

に
閲
し

左

に
若
干
の
詮
索
を
し
て
見
る
に
、
勢
働
の
自
然
的
生
産
力
に
就
て
ば
彼
は
次
の
如
く
言

っ
て
み
る
。

一.肚
會
的
生
産
の
多
か
れ
少

か
れ
獲
達
し
陀
る
形
艦
は
し
ば
ら
く
舎
き
、
勢
働
の
生
産
力
は
諸
々
の
自
然
係
件

に
結

び
つ
け
ら
れ
て
る
る
。
凡

て
此
等
の
修
得
は
、
人
種
な
ざ
の
如
き
人
間

そ
れ
自
禮
の
性
質
ご
、
人
聞
を
園
縛

す

る
自
然
ε
に
締
す
る
こ
ξ
が
出
京

る
。
此
外
部
的
自
然
僚
件
を
経
済
的
蜆
黙
か
ら
分

つ
な
ら
ば
、
左

の
二

つ
に

な
る
。
其

一
は
生
活
質
料
の
自
然
的
富
源
、
即
ち
肥
沃
な
る
土
地
、
魚
類
に
富
む
河
海
湖
沼
な
ざ
で
あ
り
、
共
二

は
活
霰
な
る
落
流
、
.航
行

し
得

べ
き
河
川
、
材
木
、
全
勝
、
石
炭
な
ご
の
如
き
、
勢
働
要
具
の
自
然
的
富
源
こ
れ

へ

も

で
あ
る
。
文
化
獲
蓮

の
初
期

に
於
て
は
、
右
の
第

一
種
類

の
自
然
的
富
源
が
決
定
的
で
あ
る
が
、
よ
b
高
度
の
獲

の

達
階
段
に
於
て
は
、
第
二
種
類
の
方
が
決
定
的

に
重
要
で
め
る
。」

こ
の
勢
働
の
自
然
的
生
産
力
は
剰
飴
償
旗
獲
生
の
自
然
的
基
礎
を
成
す
も

の
で
あ
る
が
、
肚
會
の
高
度
な
る
凝

D

2)

3)

Marx,Val1・e,PriceandProfitp.25(課 刻t河 上 博 士 課 ・(貸 勢 働 ε資 本)(勢

九 頁 に 燻 ろ)賃 偵 櫨 及 利 潤)一 一 入
1.Rd.Vrllk3allgS.559.(高 畠 氏 課 本 鯖 一 巻 第.=究冊 一 二M51rx,DasKapital、

二 頁)

Mars,Das1くapital,1,Bd.Vdksous.S.451.(高 畠 民 譚 水 錆 一 巻 第 二 珊 四 一 〇 頁)
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逡
階
段
、
殊
に
資
本
主
義
的
肚
會

に
於
て
は
、
を
は
勢
働
生
産
力
の
重
要
部
分
で
は
な
い
。
現
今
の
肚
會

に
於
て

.

は
、
幾
千
萬
年
の
歴
史
的
産
物
で
め
る
所

の
、
、勢
働
の
肚
會
的
生
産
力
が
問
題
の
中
心
を
成
す
の
で
あ
る
。

マ
ル

ク
ス
は
比
熱
に
閲
し
て
云
ふ
。

「
自
然
的
條
件
の
恩
恵
は
、
常

に
飴
剰
夢
働
、随

っ
て
隙
剰
償
値
域
は
鯨
剰
生
産

の
可
能
を
與

ふ
る
に
止
ま
り
、

決
し
て
其
現
質
を
與
ふ
る
も
の
で
は
な

い
り
勢
働

の
自
然
的
諸
候
件
の
差
異
は
、
同

一
の
螢
働
が
種

々
な
る
國

に

於
て
種

々
な
る
欲
望
量
を
滞
足
せ
し
め
、
從

っ
て
他
の
事
情

に
攣
仇
な
き
限
り
、
必
要
勢
動
特
闘
は
種

々
様

々
で

あ
る
ビ
云
ふ
結
果
を
生
す

る
。
此
等
の
自
然
的
.諸
候
件
は
、
飴
剰
横
値
に
謝

し
て
は
、
軍
に
自
然
的
制
限
ε
し
て

一

即
ち
他
人
の
爲
め
の
勢
働
が
始
ま
り
得

る
黙
を
決
定
す

る
こ
ε
に
よ
り
1

作
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
産
業

り

が
前
進
す
る
ご
同
じ
比
例
を
以

っ
て
、
此
自
然
的
制
限
は
後
退
す
る
。」

か
く
て
螢
働
の
肚
會
的
生
産
力
は
、
現
今
の
資
本
主
義
的
生
産
方
法
の
下
に
あ
り
て
、
決
定
的
の
重
要
を
有

つ

の
で
あ

っ
て
、

マ
ル
ク
ス
に
あ
b
て
は
勢
働

の
生
産
力
が
、
往

々
勢
働
の
肚
會
的
生
座
方
ざ
同
意
語

に
用
ひ
ら
れ

て
る
る
の
は
こ
の
理
に
由
る
の
で
あ
る
。
こ
、
に
勢
賃
こ
の
關
係
に
於
て
勢
働
生
産
力
ご
云
ふ
は
、
主
ε
し
て
此

意
義

に
於
け
る
勢
働
生
産
力
を
指
す
に
外
な
ら
な

い
。

.

こ
の
勢
働
の
乱
會
的
生
産
力
に
就

て
は
.

マ
ル
ク
ス
は
其
著
書
の
諸
所

に
於
て
論
じ
て
み
る
が
、
殊

に

「
資
本

論
」
第

↓
.巻
第
四
篇
「
相
野
的
鯨
剰
傭
値

の
生
産
」
に
於
て
、
協
業
、
分
業
及
手
工
的
工
場
工
業
、
機
械
及
大
工
業

の
各
項
目
に
就
て
、
極

め
て
濁
創
的
に
し
て
精
緻
な
る
研
究
を
な
し
、
如
何

に
此
等
の
砒
會
的
僚
件
に
よ
り
、
勢

働

の
肚
會
的
生
産
力
が
増
大
し
、
諸
商
品
を
安
償
な
ら
し
め
、
.勢
働
者
が
自
分
自
身
の
爲
め
に
使
用
す

る
勢
働
日

設

苑

勢
働
生
産
力
こ
勢
賃

第
十
七
巻
賢
第
四
號

一
三
[)…
一、五
八
三

1)Marx,Das,Kapital,1,B.S.453,(高 畠 氏 課 本 第 一 巻 第 二 珊 四 一 四 頁)
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苑

勢
働
生
産
力
己
労
賃

第
十
七
巻

(第
四
號

=
三
一)

五
八
四

の
部
分
を
短
縮
し

、
以

て
相
対

的
飴
剰
贋
値

を
獲

得
す

る
に
至

る
か
を
明
に
し

て
み
る
、
此
等

の
諸
撚

に
就

て
、

鱒
働

の
肚

會
的
生
産
力

の
作
用

を
吟

味
す

る
こ
ε
は
、
経
済

學
上

の
諸

種
の
重
要
問
題
を
構

成
す

る
も

の
で
あ

っ

て
、
砂

か
ら
す
興

味
を
惹

く
所

で
あ

る
け
れ

こ
も

、
こ

＼
に
目
的

ε
す

る
所

よ
り
離

る

、
が
故

に
、
之
を
他

の
機

會

に
譲

る
で
あ
ら

う
。

'
右
述

べ
π

る
所

に
よ
リ

マ
ル
.ク

ス
の
謂

ふ
所

の
、
勢

働
生
産

力
ご
は
如
何

な

る
も

の
で
あ
る

雪
天
艘

明
ら

か
に

な

っ
た

ざ
思

ふ
、

而
し
て

か
く
勢
働
生
産
力

を
明
確

に
精
密

に
解
す

る

こ
ご
は
、

マ
ル
ク

ス
に
よ
b

甫

め
て
爲

さ

れ
π

ε
こ
ろ
で
あ

る
ε
思

ふ
の
で
あ

る
が
、
併

し

ア
ダ

ム

・
ス

ミ
ス
、

り

カ
ー
ド
に
於

て
も

已

に
不
充

分
な
が
ら

勢
働

生
産

力
を

か

、
る
意
義

に
解

し

て
み

る
こ
ε
は

(
註
)
、
吾

々
の
注
意

に
濾
す

る
で
あ
ら
う
。

(註
)例

へ
ば
入
・三

に
あ
「71
て
匡

美
名
輩

国
富
論
」
第
一
篇
ば
題
し
て
、「勢
働
生
産
力
改
頁
の
話
原
因
及
芽
働
生
産
物
が

一国
長
講
等
級
間
に

自
然
的

に
分
配

ぜ
ら

る
」
順
序

に
就
て
」
、
ε
あ
り

、
其
第

一
章
「
分
業
に
就
て
」
に
於
て
ば
、
左
の
如
き
言
葉
が
見
出
さ
れ

ろ
。

「労
働
生
産
力

の
最
大
進
歩

ε
、
労
働
が
何
れ
の
方
面
に
て
も
向
け
ら
れ
或
は
適
用

ゼ
ら

ろ
㌧
に
冨

っ
て
の
熟
練
巧
妙
判
断
力

の
大
部

分
は
、
分

め

業
の
結
果
で
あ

っ
た

や
う
に
思

に
れ

る
、」
「
併
し
乍
ら
分
業

に
採
用

さ
れ
ゐ
限
り
、
何
れ
の
技
術

に
あ
り
て
し
、
採
用

さ
れ
ろ
程
度
に
比
例
し
て
労

働
の
生
産
力
の
増
聖

水
芽

あ

で
め
砺
・」

次

后
リ
カ
ー
ド
に
共
著
「
経
済
畢
及
租
税
原
理
」
第
五
篇
「弊
賃

に
就
て
」
に
於

て
左
の
如
く
云
ふ
。

「
資
本
即
ち
勢
働

雇
傭

手
段

の
蓄
積

ば
「
肚
會

の
獲
達
階
段
の
異

な
う
に
從

ひ
、
或
は
速

や
か
に
或
は
逓
ぐ
行
に

る
＼
も
の
で
あ
る
が
、
要
す
る

、

所
如
何
な
ゐ
場
台

に
放
て
も
勢
働
の
生
産
ヵ

に
依
存
し
て
ゐ
ゐ
。
姫

働
の
生
産
力
な
ろ
も
の
ば
、
肥
沃
な

乃
土
地
が
豊
富
な
ゐ
ぐ、
き
最
大
な

う
な
常

守」
す
ろ
赴
の
で
め
っ
て
、
か

」
ろ
場
合

に
於

て
は
、
資
本

の
蓄
積
ば
極
診
て
迅
速

に
行
ば
れ
、
鱒

働
者
の
供
給
が
そ
れ
に
追
蹤
す

み
こ
ε
が
出
来
な

の

い
場
合
が
往

々
カ

ろ
。」

1)

2)
5)

Smith,AnInquiryintotheNatureandCausesoftheWealthofNations,

Cannans'ed..Vol・1・P・5・

ibid.P・7・

Ricardo,1〕rinciplesofPo】iticalEconomyandLaxation,Gonner'sed・P・75・

ρ



次
に
、

マ
ル
ク

ス
が
勢
働
の
生
産
力
ε
労
働
能
率
ε
を
嚴
密

に
別
個
の
概
念
ε
し
て
み
る
こ
ε
は
海
月
に
慣
す

る
。
彼
は
、
「
資
本
論
」
第

一
巻
第
十
五
章
「
勢
働
力
の
償
格

ε
鹸
剰
償
値

こ
の
大
小
愛
化
」
に
於
て
、
勢
働
能
率
勢

働
日
の
長
さ
、
及
労
働

の
生
産
力
の
各
々
の
組
合
は
せ
が
如
何
な
る
影
響
を
、
飴
剰
償
値
、
商
品
の
償
値
、
及
び

勢
働
力

の
上
に
齎
ら
す

か
に
就
て
.
詳
細
に
研
究
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
此
場
合
勢
働
生
産
力
ご
労
働
能
率
ε

を
瞭

に
別
個
の
概
念
ε
し
て
取
扱

っ
て
み
る
。
彼
に
依
れ
ば
、
勢
働
能
率
ε
は

一
定
時
間

に

一
定
の
生
産
條
件

の

下
に
於
て
支
出
せ
ら
る

、
所
の
勢
働

の
分
量
ヌ
は
其
割
合

で
あ
る
。
即
ち
勢
働
力
個
有

の
力
の
支
出
の
量
叉
は
真

率
で
あ
る
。
故
に
勢
働
生
産
力
が
生
産
諸
候
件
の
鞍
蓮
程
度
に
從
ひ
、
同

一
量
の
勢
働
が
圃

一
時
間
内

に
或
は
多

量
或
は
少
量
の
生
産
物
を
供
給
す
る
の
で
あ

っ
て
、
其
増
減
は
全
然
生
産
諸
膝
絆

し
依
糠
し
て
み
る
に
反
し
、
労

働
能
率
は
勢
働
力
そ
れ
自
身
に
依

っ
て
決
定

せ
ら
る

、
も
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
基
本
的
に
は
、
労
働
者
の
瞥

養
敏
育
修
練
髄
質
等
の
先
天
的
後
天
的
の
諸
事
情

に
依
存
す

る
。
要
す
る
に
勢
働
生
産
力
は
、
勢
働
力
ε

一
般
生

産
手
段

ε
の
結
合

に
よ
っ
て
甫

め
て
現
は
ら

る

、
も
の
で
あ

っ
て
、
勢
働
能
率
の
大
小
如
何
は
勢
働
生
産
力
を
決

定
す

る
.
}
條
件
に
は
相
違
な

い
が
、
勢
働
能
率
は
そ
れ
自
身
燭
立
に
考

へ
ら

る
べ
き
概
念
で
あ
る
。

こ

、
に
注
意
を
要
す
る
は
、
芽
働
能
率
は
勢
働
力
そ
れ
巨
ダ

の
能
力
げ
支
出
の
分
量
叉
は
其
割
合
ε
し
て
観
念

せ
ら
る

、
冠
云
ふ
こ
ε
、
、
そ
が

一
般
に
生
産
條
件
に
影
響
せ
ら
る

、
`
云
ふ
こ
ε

、
は
別
問
題
で
あ

る
。
勢
働

能
率
は
根
本
的
に
は
、
労
働
力
そ
れ
自
身
の
生
産
持
続

に
干
奥
す
る
所

の
、
さ
き
に
述
.㈹
た
る
警
養
激
育
修
練
髄

質
等
に
依
糠
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
生
産
行
程

に
於
て
、
機
械
の
慮
用
、
協
業
分
業

の
進
化
な
ご
生
産
手

段
及
方
法
に
影
響

せ
ら
る

、
こ
.{
は
、
例

へ
ば
彼
が

「
機
械
が
進
歩
し
、
機
械
勢
働
者
て
ふ
特
殊
の
.　
階
級
の
脛

」訊

苑

勢
働
生
産
ヵ

ぐ」労
賃

第
十
七
巻

(第
四
號
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二
)
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八
五
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ε
労
賃
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四
號
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五
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験

が
積

ん
で
來

る

に
伴

う

て
、
勢
働

の
速
度
随

っ
て
勢

働

能
率

の
増
進
す

る
は
云

ふ
迄

も
な

い
、
」
ご
云

っ
て
居

る

に
徴

し

て
明
ら

か
で
あ

る
。

併

し
乍
ら

こ
の
事
は

、
勢

働
能
率

が
勢
働
力

そ
れ
自

身

の
力

の
獲

揮

の
最

果
は

割
合

で
あ

る
こ
ご
を

、
何
等
否
定
す

る
も

の
で
は
な

い
の
で

み
る
。

か
く
勢
働

生
産
力

ピ
労
働

能
率

ε
を
別

個
の
硯

念

ε
す

る

こ
ご
は
、

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃

論

の
特

長

の

一
を
成
す

も
の
で
あ

る
が
、
勢
働

生
産
力

ざ
勢
賃

ご

の
關
係
を
瞭

ら

か
匁
ら

し

め
ん
ε
す

る
に
は

、
先

以

て
此

二
者

の
概

念

を
明
確

に
把
捉
す

る
こ
ご
が
必
要

で
あ

る
、
所
謂
主
観

的
勢
賃

學

説

が
、
労
働
生
産

力

ε
鱒
賃

ε
の
關
係

に
於

て

明
確

を
饑

く
所

あ

る
は

、
「勢
働

生
産

力

ご
勢
働
能

率

ε

の
意
義

を

明
に
せ
す
、
往

々

に
し

て
両
者
を
混

同
し

て
み

る
こ
ご
に
其
理
由

の

一
を
見
出
す

で
あ
ら
う
。
儲

私

は
、
次

に
此

意
義

に
於

け
る
労
働

生
産
力

・し
勢
賃

ε
の
關
係

に
就

て
、
マ
ル
ク

ス
の
謂

ふ
所
を
見

る
で
あ
ら
う
。
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